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はあるが,浸 水域のような津波避難 に不可欠な予測情報や地域毎に詳細な津波高 さを提供することが出
来ない.そ こで本論文では,実 用的な リアルタイム津波浸水予測システムを構築す るために,必 要とな
る条件設定や予測手法を提案することを目的としている.そ の内容 を以下に示す.
第1章 では,序 論である.
第2章 では,リ アル タイム津波予測における津波伝播解析に不可欠な断層パ ラメータの推定手法 とそ
の精度について検討 した,津 波波源に影響 のある主要なパ ラメータを整理 し,三陸沖を例 として リアル
タイ ム観測データによる推定に伴 う誤差を評価することによって,提案す るシステム設定の考えや その
範囲 を議論す る基礎データとした.こ れは,デ ータベースの信頼性 を上げる不 可欠 な知見である,
第3章 では,評価 された条件設定の誤差やば らつきが予測精度に及ぼす影響 について定量的な評価を
行っている.そ の結果,津 波予測 には地震断層の傾斜角の影響が特に大きい ことを明 らかに している.
我が国の近海ではプ レー ト境界型の低角逆断層地震が多いが,現 システムでは傾斜角が一定値に設定 さ
れてお り精度の低下を生 じ得ることを示 した.こ の結果は,津 波予測システムを構築す る上で重要な知
見である.
第4章 では,約1900ケー スの断層 を想定 した津波浸水予測データベースとリアル タイム津波伝播計
算による手法を提案 している.前者 では,観 測データにより,適切なケースを絞 り込み,推 定誤差 も考
慮 した結果 を出す ことが出来た.一 方,後 者 は,観測デー タを説明できる最適 な断層パ ラメータに修正
し,津波浸水域の推定を可能 としている.明治三陸地震津波を対象 としたケースでは,津 波高さおよび
浸水範囲 とも誤差が小さく,実用的な予測手法を提案することに成功できた.
第5章 では,津 波防災の現場での予測情報の活用 と,条件設定の不確定性 を考慮 した予測情報の表示
方法について提案 した上で,リ アルタイム津波浸水予測情報が もた らす効果にっいて具体的な事例とし
て提案できた.
第6章 では,本 研究で得 られた結果 を整理 し,結論を述べている.
以上の成果は,得 られ る観測データ毎に,信 頼できる津波浸水域を詳細に推定できる手法であ り,今後
の津波警報 システムの改良な ど津波工学の発展へ大きく寄与できると期待できる.
よって,本 論文は博士(工学)の学位論文 として合格 と認 める.
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